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一
み
ん
な
の
知
恵
で

一
活
気
あ
ふ
ね
る
ま
ち
づ
く
り
を

中
ノ
郷
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会

会
長
　
石

原
　
　
明

昨
年
度
は
、
組
織
を
立
ち
上
げ
た

中
で
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、
各
専

門
部
長
さ
ん
、
地
域
の
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
事
業
を

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

一
年
間
の
成
果
と
し
て
、
平
成
二

十
二
年

一
月
二
十
九
日
、
「平
成
二

等
が
、
他
の
地
域
の
見
本
と
な

っ
て

い
る
と
の
評
価
を
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
。

こ
の
受
賞
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
方

が
日
頃
か
ら
活
動
し
て
こ
ら
れ
た
成

果
の
表
れ
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
活
動
方
針
も
、
四
月
の

総
会
で
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
し
い
体
制
の
も
と
で
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
も
地
域
の
皆
さ
ん
方
の
ご

理
解
と
、
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

中ノ郷J31るさとづくり協議会、第2期がスタート !

遷露鷲1攣1鶴

十

一
年
度
鳥
取
県
優
良
地
縁
団
体
」

と
し
て
知
事
公
邸
に
お
い
て

「中
ノ

郷
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会
」
が
団

体
表
彰
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
「中
ノ
郷
ふ
る
さ
と
づ

く
り
協
議
会
」
の
今
後
の
活
動
方
針

と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画

を
作
成
し
て
い
ち
早
く
鳥
取
市

へ
提

出
し
た
こ
と
、
ま
た
、
地
域
の
伝
統

芸
能
の
継
承
等
を
通
じ
て
世
代
間
交

流
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
こ
と
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協議会ホームページ開設は

地域づくりに役立つているか ?

どちらかと
いえばそう思う

36.30/O 
‐

1,広報紙「ほたる」の発行は

地域づくりに役立つているか ?
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会

事
業
等
に
関
す
る

平
成
二
十
二
年
二
月
に
中
ノ
郷
地
区
の

全
世
帯
に
調
査
用
紙
を
配
布
。
各
町
内
会

の
協
力
を
得
て
、
二
七
九
枚
の
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
（回
収
率
は
二
十
％
）

「薦  慨 &野
易二腺翁衡翌′

|

いるか ?

|うからない

、 14.3%

どちらかと

いえばそう思う
●139.7%

どちらかと
いえばそう思う

わからない

26.8%

どちらヵ、と||
いえばそう思う

36.2%

どちら
いえはえヽばぞ1

思ぢない
そう思う
46.4%

わからない

そう思う
37.2% どちらかと

いえばそう

どちらかと
いえばそう思う

432%|

8.敬老会 (9月 )の企画・内容は

地域づくりに役立つているか ?

そう思わな
2

どちらかと
いえばそう思う

39.4%

7.12時間ソフトボール (8月 )は
地域づくりに役立っているか?

どちらかと
いえばそう
思わない

0.中 ノ郷まつり (10月 )の企画は

地域づくりに役立つているか ?

そう思わない

2.5%

どちら
いえ

思

7

6.し ゃん じゃん傘踊り (8月 )の
参加は地域づくりに役立って

いるか ?

か

そ

ル
ｃ
う

ヽ

19,防災訓練
1 地域づく

| そう思わない
1.8

どち

い

どち2

いえ

思

L__ )と三圭ノ  」
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地域づくりに役立つているか ?|

わからない
27.5%

どちらかと
いえばそう思う

わからない

ιミ15.1%

そう思う
336%

どちらかと
いえばそう思う

35.4%
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12.みこしバレード(11月 )の企画は

地域づくりに役立つているか ?

どち といえば
そ う い

17.

3.6NO/O

そ う
i:貨息2彗畠|」

13.収穫祭 (11月 )の企画・内容は

地域づくりに役立つているか ?

そ う

2.b

どちら
そう

いえば
い

14.

いえばそう1墨う.

36.0%■|

どちらかと

14.活気あふれるまちづくりは

進んでいると思いますか ?

どち いえば
そう わない

14.

4
そ う

そう思う
14,4%|

∵|り,

どちらかと

皆
さ
ん
は
、
上
記
の
事
業
等
に
関

す
る
評
価
結
果
は
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

イ
ベ
ン
ト
の
周
知
不
足
な
ど
で
、

参
加
者
数
が
少
な
か

っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
除
け
ば
、
大
半
は
地
域
づ
く
り
に

役
立

っ
て
い
る
と
の
評
価
を
得
て
い

ま
す
。
全
体
と
し
て
、
活
気
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
と
の

回
答
が
約
六
十
％
あ
り
、
初
年
度
と

し
て
は
ま
ず
ま
ず
の
成
果
が
あ

っ
た

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な

っ
て
い
な
い
方
が
多

い
た
め
か

「わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

回
答
が
四
十
％
を
超
え
て
い
る
こ
と

は
寂
し
い
こ
と
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
紙
等
で
、
事
業
計
画
や
実

施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
是

非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は

す
一一０
¨ヽ
ヽ
０
コ
〓
蒸
Ｆ
Ｏ
言
く
Ｌ
Ｏ
一́〇
ユ
ニ
０
一一〇

ュ
」
０
、
⊃
”
バ
”
Ｏ
Ｏ
‐
一

で
す
。

ま
た
、
活
気
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
の
ご
意
見
や
評
価
結
果
に
つ

い
て
の
感
想
な
ど
協
議
会
事
務
局

（中

ノ
郷
地
区
公
民
館
）
ま
で
お
届
け
く

だ
さ
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。
（下
澤
）

中
ノ
郷
小
学
校
地
区

大
運
動
会
を
開
催

雨
で

一
週
間
順
延
と
な
っ
た
中
ノ

郷
小
学
校
地
区
大
運
動
会
が
五
月
二

十
日
（日
）
に
無
事
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
朝
、
う
す
曇
り
の
大
候
で

し
た
が
、
演
技
が
進
む
に
つ
れ
肌
寒

さ
を
忘
れ
、
皆
自
分
の
町
内
の
応
援

に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
ム
ネ
の

イ

ッ
キ
飲
み
競
争
、
な
か
な
か
直
進

で
き
な
い
人
間

ハ
ム
ス
タ
ー
、
毎
年

楽
し
み
な
仮
装
大
賞
、
翌
日
必
ず
筋

肉
痛
に
な
る
綱
引
き
、
走

っ
た
後
は

足
が
ガ
ク
ガ
ク
の
町
区
別
対
抗
リ
レ

ー
。

（優
勝
を
目
指
し
て
走

っ
て
は

い
る
ん
で
す
が
、
気
持
ち
ば
か
り
先

走

っ
て
…
）
今
年
も
ど
の
演
技
も
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

総
合
優
勝
は
連
覇
中
の
北
園

一
丁

目
を
破
り
円
護
寺

。
円
護
寺
団
地
で

し
た
。
さ
て
来
年
は
ど
こ
の
町
内
会

が
優
勝
す
る
で
し
ょ
う
か
？
楽
し
み

で
す
ね
。

最
後
に
今
年
も
朝
早
く
か
ら
準
備

を
し
て
下
さ

っ
た
役
員
関
係
者
の
皆

様
、
体
育
会
の
皆
様
、
本
当
に
有
難

つゝ
い
ゝ
さ

い

ま

し
た
。

（西
村
）
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体
育
館
が
完
成

一
―

一
　
一
．
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五
月
十
六
日

（日
）
に
地
区
公
民

館
と
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
隣
接
し

た
場
所
に
進
め
ら
れ
て
い
た
体
育
館

新
築
工
事
が
、
無
事
竣
工
を
迎
え
ま

し
た
。

当
日
は
、
鳥
取
市
長
、
教
育
長
、

市
議
副
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
議

会
議
員
、
地
元
各
種
団
体
長
、
地
区

体
育
会
員
並
び
に
設
計

・
施
工
関
係

者
な
ど
約
八
十
名
が
出
席
し
、
盛
大

に
竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
治
会
発
足
当
時
か
ら
の
懸
案
事

項
の

一
つ
で
あ

っ
た
体
育
館
が
や
っ

と
完
成
し
、
地
区
体
育
会
の
中
原
真

樹
会
長
は

「完
成
ま
で
に
多
く
の
課

題
を
乗
り

越
え
こ
こ

に
実
現
し

ま

し

た

。

ス
ポ

ー

ツ

レ
ク

リ

エ

ー

シ

ョ
ン

活
動
な
ど

を
通

じ
、

地
域
づ
く

り
人
づ
く

り
の
拠
点

と
な
る
場

所
で
あ

っ

て
欲
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

竣
工
式
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
地
元
出
身
の
女
子
小
学
生
と
、

女
子
中
学
生
の
新
体
操
個
人
、
そ
し

て
鳥
取
西
高
等
学
校
新
体
操
部
員
ら

に
よ
る
新

体
操
団
体

演
技
を
披

露
し
て
頂

き
大
変
魅

了
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

体
育
館

は
、
昨
年

六
月
に
着
工
し
、
総
事
業
費

一
億
七

一
九
六
万
三
千
円
で
鉄
骨
造
平
屋
建

で
す
。

室
内
は
、
五
三
三
平
方
メ
ー
ド
ル

で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
で

は

一
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
で

は
三
面
、
硬
式
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
は

一
面
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（九
人
制
、

六
人
制
）
コ
ー
ト
で
は

一
面
が
と
れ

る
広
さ
で
す
。

ま
た
、更
衣
室
や
管
理
室
、多
目
的

ト
イ
レ
、
器
具
庫
が
完
備
さ
れ
、
二

十
九
台
分
の
駐
車
場

（身
障
者
用

一

台
分
含
む
）
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

（池
本
）

‥

磯

ギ
環

彎
椰

雁
金
山
の
項
上
に
そ
び
え
立
ち
、

夜
間
に
は
自
く
浮
か
ん
で
見
え
る
相

輪
十
三
段
の
塔
。
こ
の
塔
は
、
昭
和

二
十
七
年
の
鳥
取
大
火
を
契
機
に
天

災
地
変
か
ら
免
れ
、
平
和
を
求
め
る

市
民
の
願
い
を
こ
め
て
、
昭
和
三
十

四
年
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、

全
国
の
市
長
か
ら
善
意
が
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
証
と
し
て
塔
の
内
部
に
は
そ
の

名
板
が
張

っ
て
あ
り
ま
す
。

公
園
墓
地
の
奥
の
登
り
口
に
は
ち

ょ
っ
と
し
た
憩
い
の
場
所
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
「
Ｇ
Ｏ
郷
中
ノ
郷
ふ
れ

あ
い
の
森
」
と
名
付
け
ら
れ
、
鳥
取

森
林
管
理
署
の
協
力
の
も
と
、
中
ノ

郷
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
四
季

折
々
こ
の
森
で
遊
ん
で
、
学
び
、
楽

し
む
場
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
か
ら
平
和
塔
ま
で
十
五
分

ほ
ど
で
登
る
こ
と
が
で
き
、
眼
下
に

広
が
る
風
景
は
圧
巻
で
す
。
（山
中
）

＊
中
ノ
郷
地
区
納
涼
ま
つ
り

七
月
二
十
一日
（土
）

＊
鳥
取
市
し
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
傘
お
ど
り

八
月
十
六
日
（月
）

中
ノ
郷
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会

第
二
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
年
度
の

「ほ
た
る
」
の
発
行
回

数
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
ご
要
望
も

踏
ま
え
て
、
事
業
内
容
を
出
来
る
だ

け
早
く
広
報
す
る
た
め
、
年
間
四
回

の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
総
務

広
報
部
員
全
員
で
充
実
し
た
紙
面
が

出
来
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
「私
た

ち
の
中
ノ
郷
地
区
を
知
ろ
う
」
で
は

「平
和
塔
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

有
志
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
兼
ね
弁
当

持
参
で
写
真
取
材
を
し
、
眼
下
に
広

が
る
風
景
を
堪
能
し
ま
し
た
。
（市
原
）

赫 の中ノ郷地‐区を知ろう③

あざみを

見つけました
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